































































































































トルの言う Type2 の Authenticity に相当する。二つ目は Genuineness・真性で、











の New Salem の街の復元を検討した結果である。現在に伝わる記録類が 19 世
紀前半なら何千年も前よりは多いかもしれないが、1830 年代の人々の間でも、



































ているという意味で、一定の Type2 の Authenticity・迫真性を確保できるかも
しれない。しかしそれは、功刀氏のいう「信州という土地柄で、住居の構造に
違いはないのか。要は地域ごとに違った風味があってもいいじゃないか」とい





































Caistor Roman Project が “Caistor AR” というアプリケーションを開発して
いるのを目にした。周囲の城壁の痕跡がブリテン島の小規模なローマ都市を思
蓮田市教育委員会のウェブサイト　整備計画書や



















で あ る Caistor Roman Town
のいくつかの説明板が設置
してあるポイントでアプリ















みである。位置情報と AR の組み合わせで人に行動を促すものであり、2016 年
夏に登場して社会現象にもなったポケモン GO に通じるところがある。ポケ
































































































があるのも確かである。セミナーシリーズ第 1 回のこうした問いかけは、第 2
回以降も繰り返されることになる。
復元住居について寄せられている意見　与助尾根
遺跡は水野正好氏の縄文集落論（1969）の舞台
ともなった。氏の集落論は構造主義的発想に基づ
く解釈が注目されたが、その発表直後から批判も
多い論争的な仮説である。現在寄せられている意
見も、水野氏が想定するような集落景観を仔細な
土器型式編年は支持するかどうか、つまりは一時
期に何棟の住居が建っていたかについての批判に
基づくものである。本セミナーでの議論も住居一
棟単位の Authenticity を主に議論しているが、
復元された複数の住居が構成する景観についての
議論も可能だろう。
